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オフラベル（適応外使用）状況下に実施されていたCAS

の実態を把握し、承認後のより安全な治療に役立てる

ことを目的に、本学会専門医に2007年6月30日までの

CAS施行例について、アンケート調査を行った。

Purpose & Methods

回答をいただいた施設：　１２５施設



Result : Background

術者（または責任医師）の経験件数　　 ７９２９件

技術的成功　　 ７５２７件
（ステントを留置し、残存狭窄30%未満）　 （94.9%）
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平均62.2例

経験年数
1～13年
（平均6.1年）



Result : Indication
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狭窄度 50% 60% 70%70% 75%

80%80% 90% n.d.
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治療選択

CASCAS first first
44%44%

Case by Case
29%

CEA first
22%



Result : Devices

Protection device Stent

No protection (6.4)

Naviballoon (9.5)

Guardwire Guardwire (73.6)(73.6)

Filter (3.6)

Proximal (5.1)

Combine (1.7) Palmaz (3.3)

Other balloon
expand (1.2)

Wall 
(Easy, RP)
(30.9)SMARTSMART

PRECISEPRECISE
(57.7)(57.7)

Other Nitinol
Self-expand(6.9)



Result : Outcome at 30days

Total 503 (6.7%)

Death    45 (0.6%)

Major stroke (mRS 3-5)   77 (1.0%)

Minor stroke (mRS 1-2) 134 (1.8%)

Transient deficit (≧24H) 104 (1.4%)

TIA (<24H) 143 (1.9%)

(n = 7527)



Result : Complications (1)

神経症状を伴う合併症の頻度（％）

術中　 @30日

脳虚血（血行不全）  2.2    0.3

脳虚血（塞栓症）  1.8    0.8

その他の脳虚血症候  0.3    0.1

眼合併症（網膜虚血）  0.4    0.3

過灌流（出血）  0.08    0.4

過灌流（非出血）  0.2    0.8

その他の脳出血  0.01    0.04



Result : Complications (2)

その他の合併症, %
（症候を問わない。30日以内）

Stent内血栓形成   1.0

穿刺部血腫   1.4
（治療期間に影響したもの）

コレステリン塞栓症   0.2

腎機能低下   0.7
（治療を要したもの）

徐脈   5.2
（24時間以後も遷延）

低血圧 13.0
（治療を要したもの）

その他、分類不能   0.5

１ヶ月以降の成績, %

症候再発 0.5
（同側の虚血イベント）

再狭窄 1.9
（狭窄度50%以上）

再治療 1.6



Conclusion

当院(KCGH/IBRI)と全国調査における、 CAS施行30日以内の

成績は以下の通りであった。

　　 当院(407件) 全国(7527件)

死亡　 　　０．５％  　　０．６％

Major stroke 　　０．７％ 　　１．０％

Minor stroke 　　４．７％  　　１．８％

一過性症候　 　　０．７％ 　　３．３％

Total  　　６．６％ 　　６．７％

これまでの本邦でのCASの成績は、過去のCEAと比べて同等

であるといえる。

Angioguard XPの保険適応開始以後も、同程度の安全性を保

つための努力が必要であると考えられる。
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